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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第18期
第１四半期
連結累計期間

第19期
第１四半期
連結累計期間

第18期

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日

自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日

自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日

売上高 (千円) 2,710,362 3,850,113 9,592,166

経常利益又は経常損失（△） (千円) 321,426 333,593 △309,827

四半期純利益又は当期純損失
（△）

(千円) 180,259 257,251 △704,998

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 219,935 292,178 △591,903

純資産額 (千円) 5,465,956 4,878,096 4,670,152

総資産額 (千円) 18,379,608 20,879,704 19,861,801

１株当たり四半期純利益金額又
は当期純損失金額（△）

(円) 2,082.57 2,972.08 △8,145.00

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) - - -

自己資本比率 (％) 29.5 23.2 23.4

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第18期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。第18期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金

額については、１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。また第19期第１四半期連結累計期間の

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第18期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。　

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。　

　
（情報通信・ネットワーク関連製品事業）

当第１四半期連結累計期間において、プラネックスコミュニケーションズ株式会社はプラネックスロ

ジスティック株式会社を吸収合併しております。

（店頭外国為替証拠金取引等事業）

当第１四半期連結累計期間において、株式会社EMCOM CONSULTING（現 プラネックスコンサルティング

株式会社）の全株式を取得（株式会社外為ジャパン90.0％、プラネックスフォースシステムズ株式会社

10.0％）したことにより、当第１四半期連結累計期間より連結の範囲に含めております。

（自動車流通事業）

主要な関係会社に異動はありません。

　

この結果、平成24年３月31日現在では、当社グループは、当社及び連結子会社７社により構成されること

となりました。

　

EDINET提出書類

プラネックスホールディング株式会社(E02061)

四半期報告書

 3/22



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。　

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

株式譲渡契約

平成24年２月29日に当社連結子会社である株式会社外為ジャパンおよびプラネックスフォースシステム

ズ株式会社は、株式会社EMCOM CONSULTING（現　プラネックスコンサルティング株式会社）を子会社化する

ため、同社の100％親会社であるEMCOM株式会社から同社の保有株式（5,000株、発行済株式の100％）を停止

条件付ですべて売渡す「株式売買契約」を、EMCOM株式会社と締結しました。平成24年３月27日、当該停止条

件が成就したことにより、株式会社EMCOM CONSULTING（現プラネックスコンサルティング株式会社）は平

成24年３月27日付で当社の子会社となりました。詳細は「第４ 経理の状況 １.四半期連結財務諸表　注記

事項　企業結合等関係」に記載のとおりであります。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州での政府債務危機や国内での長引く円高、株安

が一服し、景気の底打感が見られたものの、東日本大震災の復旧の遅れや電力供給不安が依然として残っ

ており、不透明な状況で推移しました。

　このような市場環境の下、当社グループでは、期首より一新したＣＩ（コーポレートアイデンティ

ティ）のコンセプト”your life．simple.”のもと、前連結会計年度の赤字を取り戻すべく、邁進いたし

ました。

　情報通信・ネットワーク関連製品事業におきましては、前連結会計年度から引き続きスマートフォンや

タブレット端末の普及が加速する中、利益率の高いスマートフォン関連分野の販売が需要拡大を受けて

好調に推移したほか、ＥＣサイト分野での販売も好調に推移しました。この結果、売上高は当初の見込み

を下回ったものの、営業利益は当初の見込みを大きく上回ることができました。

　店頭外国為替証拠金取引等事業におきましては、第二次レバレッジ規制の影響により業界全体の取引量

が減少するなか、収益の安定化のための法人顧客の獲得や、マーケティング施策の見直しを行いました。

その結果、売上高および利益ともに当初の見込みを上回りましたが、黒字化には至りませんでした。

　自動車流通事業におきましては、エコカー補助金復活を受け、市場全体が盛り上がりを見せる中、利益率

の高い小売販売と合わせて自動車保険販売などの付随サービスの提供に注力した結果、売上高、営業利益

ともに当初の見込みを上回りました。

　以上により、当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高3,850,113千円（前年同四半期

比42.1％増）、営業利益419,284千円（前年同四半期比31.8％増）、経常利益333,593千円（前年同四半期

比3.8％増）、四半期純利益257,251千円（前年同四半期比42.7％増）となりました。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①  情報通信・ネットワーク関連製品事業

当セグメントにおける売上高は2,433,446千円（前年同四半期比120.5％増）、営業利益は350,020千

円（前年同四半期比1,814.1％増）となりました。

②  店頭外国為替証拠金取引等事業

　当セグメントにおける売上高は710,100千円（前年同四半期比27.2％減）、営業損失は18,415千円

（前年同四半期は営業利益293,467千円）となりました。

③  自動車流通事業

　当セグメントにおける売上高は706,566千円（前年同四半期比12.1％増）、営業利益は25,015千円

（前年同四半期比1,376.2％増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

①　資産

　当第１四半期連結会計期間における総資産は、前連結会計年度末比1,017,902千円増の20,879,704千

円であります。これは主に現金及び預金、商品及び製品の増加などによるものであります。

②　負債

　当第１四半期連結会計期間における負債は、前連結会計年度末比809,958千円増の16,001,607千円と

なりました。これは主に買掛金、短期借入金の増加などによるものであります。

③  純資産

　当第１四半期連結会計期間における純資産は、前連結会計年度末比207,944千円増の4,878,096千円と

なりました。これは主に利益剰余金の増加などによるものであります。

　

(3) 研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は260千円であります。なお、当第1四半期連結累計期

間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(4) 生産、受注及び販売の実績

　当第１四半期連結累計期間において、情報通信・ネットワーク関連製品事業の販売の実績が著しく増

加しております。

　これは、前連結会計年度から引き続きスマートフォンやタブレット端末の普及が加速する中、利益率

の高いスマートフォン関連分野の販売が需要拡大を受けて好調に推移したほか、ＥＣサイト分野での

販売も好調に推移したことによるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 255,200

計 255,200

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 96,575 96,575
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株制度を採用しておりま
せん。

計 96,575 96,575 - -

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円))

資本準備金
残高
(千円)

平成24年１月１日～
平成24年３月31日

- 96,575 - 2,090,287 -　　　 539,865

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式(自己株式等) - - -

議決権制限株式(その他) - - -

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　10,019

- -

完全議決権株式(その他) 普通株式　86,556 86,556 -

単元未満株式 - - -

発行済株式総数 96,575 - -

総株主の議決権 - 86,556 -

(注)  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成23年12月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
プラネックスホールディ
ング株式会社

東京都渋谷区恵比寿西二
丁目11番９号

10,019 - 10,019 10.37

計 - 10,019 - 10,019 10.37

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成24年１月１

日から平成24年３月31日まで)および当第１四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年３月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,187,898 3,374,661

売掛金 728,632 1,113,042

有価証券 24,688 23,810

商品及び製品 746,313 1,169,546

仕掛品 184,338 19,907

原材料及び貯蔵品 3,960 3,197

繰延税金資産 226,859 192,414

外国為替取引顧客区分管理信託 10,146,000 10,431,000

差入保証金 635,653 365,503

支払差金勘定 2,492,675 1,666,204

その他 1,056,674 755,752

貸倒引当金 △12,325 △12,894

流動資産合計 18,421,368 19,102,144

固定資産

有形固定資産

建物 215,200 261,273

減価償却累計額 △49,549 △10,744

建物（純額） 165,650 250,529

車両運搬具 11,604 19,207

減価償却累計額 △10,838 △15,803

車両運搬具（純額） 765 3,404

工具、器具及び備品 571,118 842,573

減価償却累計額 △424,323 △717,841

工具、器具及び備品（純額） 146,794 124,731

土地 407,979 407,979

建設仮勘定 15,000 －

有形固定資産合計 736,189 786,643

無形固定資産

のれん － ※１
 223,412

ソフトウエア 84,718 81,730

その他 2,234 2,234

無形固定資産合計 86,953 307,377

投資その他の資産

投資有価証券 395,122 407,801

繰延税金資産 42,664 81,738

その他 269,649 283,606

貸倒引当金 △90,145 △89,608

投資その他の資産合計 617,290 683,537

固定資産合計 1,440,433 1,777,559

資産合計 19,861,801 20,879,704
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 916,285 2,131,263

短期借入金 60,000 300,000

1年内償還予定の社債 66,800 66,800

1年内返済予定の長期借入金 188,696 188,696

未払金 353,836 373,954

未払法人税等 9,534 9,878

賞与引当金 5,388 25,887

返品調整引当金 285 378

訴訟損失引当金 － 7,100

外国為替受入証拠金 12,394,945 11,799,361

オプション負債 32,300 8,148

資産除去債務 18,000 －

繰延税金負債 － 13,397

その他 416,912 416,340

流動負債合計 14,462,984 15,341,204

固定負債

社債 99,800 66,400

長期借入金 538,148 502,849

繰延税金負債 73,595 73,519

関係会社整理損失引当金 10,328 10,328

負ののれん ※１
 6,792 －

その他 － 7,306

固定負債合計 728,664 660,403

負債合計 15,191,648 16,001,607

純資産の部

株主資本

資本金 2,090,287 2,090,287

資本剰余金 1,416,788 1,330,232

利益剰余金 1,663,688 1,920,974

自己株式 △377,558 △377,558

株主資本合計 4,793,206 4,963,936

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △19,301 △7,500

繰延ヘッジ損益 △32,300 △8,148

為替換算調整勘定 △98,884 △100,918

その他の包括利益累計額合計 △150,487 △116,567

少数株主持分 27,432 30,727

純資産合計 4,670,152 4,878,096

負債純資産合計 19,861,801 20,879,704
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

売上高

商品及び製品売上高 1,733,682 3,140,013

金融収益 976,679 710,100

売上高合計 2,710,362 3,850,113

売上原価 1,555,798 2,584,406

売上総利益 1,154,563 1,265,706

返品調整引当金繰入額 3,044 378

返品調整引当金戻入額 3,497 285

差引売上総利益 1,155,017 1,265,613

販売費及び一般管理費

役員報酬 59,391 46,555

給料及び賞与 111,952 118,747

広告宣伝費 189,715 231,978

運賃 15,684 15,292

賞与引当金繰入額 15,093 14,768

業務委託費 75,620 79,087

研究開発費 645 260

その他 368,729 339,638

販売費及び一般管理費合計 836,833 846,329

営業利益 318,184 419,284

営業外収益

受取利息及び配当金 4,850 6,375

持分法による投資利益 806 －

雑収入 12,601 1,173

営業外収益合計 18,259 7,548

営業外費用

支払利息 1,270 3,716

為替差損 6,947 88,642

社債利息 216 －

社債発行費 3,017 －

雑損失 3,565 880

営業外費用合計 15,017 93,240

経常利益 321,426 333,593

特別利益

貸倒引当金戻入額 605 －

違約金収入 7,500 －

特別利益合計 8,105 －
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

特別損失

固定資産除却損 － 11,211

役員退職慰労金 70,000 －

投資有価証券売却損 1,004 12

訴訟損失引当金繰入額 － 7,100

その他 13,057 384

特別損失合計 84,061 18,709

税金等調整前四半期純利益 245,470 314,884

法人税、住民税及び事業税 88,247 4,239

法人税等調整額 △27,314 52,385

法人税等合計 60,933 56,625

少数株主損益調整前四半期純利益 184,536 258,258

少数株主利益 4,277 1,007

四半期純利益 180,259 257,251
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 184,536 258,258

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 14,482 11,801

繰延ヘッジ損益 17,626 24,152

為替換算調整勘定 3,289 △2,034

その他の包括利益合計 35,398 33,919

四半期包括利益 219,935 292,178

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 215,657 291,171

少数株主に係る四半期包括利益 4,277 1,007
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

（連結の範囲の重要な変更）

当第１四半期連結会計期間より、株式会社EMCOM CONSULTING（現 プラネックスコンサルティング株式会社）

の全株式を取得（株式会社外為ジャパン90.0％、プラネックスフォースシステムズ株式会社10.0％）したこと

に伴い、連結の範囲に含めております。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  のれんと負ののれんは相殺表示しております。

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

のれん 40,102千円 のれん 261,187千円

負ののれん △46,894千円 負ののれん △37,774千円

差引 △6,792千円 差引 223,412千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日)

減価償却費 55,713千円 54,895千円

のれんの償却額 12,623千円 11,519千円

負ののれんの償却額 △9,120千円 △9,120千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月25日
定時株主総会

普通株式 57,992 670.00平成22年12月31日 平成23年３月28日 資本剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月28日
定時株主総会

普通株式 86,556 1,000平成23年12月31日 平成24年３月29日 資本剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
情報通信・ネット
ワーク関連製品事業

店頭外国為替証
拠金取引等事業

自動車流通事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への
売上高

1,103,630975,629 630,0522,709,3121,0502,710,362

  セグメント間
の内部売上高又
は振替高

23,857 - 8 23,86519,360 43,225

計 1,127,487975,629 630,0612,733,17820,4102,753,588

セグメント利益
又は損失（△）

18,286 293,467 1,694 313,448△4,920 308,527

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外子会社（ベトナム）におけるソフ

トウェア開発サービス事業、証券事業等であります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 313,448

「その他」の区分の利益 △4,920

セグメント間取引消去 △18,959

のれんの償却額 △3,503

報告セグメントに配分していない損益（注） 35,872

その他の調整額 △3,752

四半期連結損益計算書の営業利益 318,184

(注)  主として持株会社（連結財務諸表提出会社）に係る損益であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　　　(単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)

合計情報通信・
ネットワーク
関連製品事業

店頭外国為替証
拠金取引等事業

自動車流通
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客
への売上高

2,433,446710,100 706,566 3,850,113 - 3,850,113

  セグメン
ト間の内部
  売上高又
は振替高

18,801 - 6,000 24,801 23,144 47,945

計 2,452,248710,100 712,566 3,874,91423,144 3,898,058

セグメント
利益又は損
失（△）

350,020△18,415 25,015 356,621 1,689 358,310

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設計ソリューション事業、ＳＩ事

業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 356,621

「その他」の区分の利益 1,689

セグメント間取引消去 △203

のれんの償却額 △2,399

報告セグメントに配分していない損益（注） 56,777

その他の調整額 6,800

四半期連結損益計算書の営業利益 419,284

(注)  主として当社（連結財務諸表提出会社）に係る損益であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「店頭外国為替証拠金取引等事業」において、株式会社EMCOM CONSULTING（現 プラネックスコンサル

ティング株式会社）の全株式を取得（株式会社外為ジャパン90.0％、プラネックスフォースシステムズ株

式会社10.0％）いたしました。この事象によるのれんの増加額は、当第１四半期連結累計期間においては、

232,605千円であります。
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(金融商品関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成24年３月31日)　

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上

額と時価との差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　
(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　
(デリバティブ取引関係)

前連結会計期間末(平成23年12月31日)　

  

通貨関連
(単位：千円)

　 種類 契約額等 契約額等のうち
１年超 時価 評価損益

市場取
引以外
の取引

外国為替証拠金取引 　 　 　 　

　買建 53,420,533 - △2,735,003△2,735,003

　売建 16,501,153 - 242,327 242,327

カウンターパーティー
との取引

　 　 　 　

  買建 308,764,976 - △2,385,321△2,385,321

　売建 276,531,451 - 2,220,7722,220,772

合計 - - △2,657,225△2,657,225

(注) １ 時価の算定方法  取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。
２ ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

　
当第１四半期連結会計期間末(平成24年３月31日)　

対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなって

おり、かつ、当該取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められま

す。　

  

通貨関連

                                                                                             (単位：千円)

　 種類 契約額等 契約額等のうち
１年超 時価 評価損益

市場取
引以外
の取引

外国為替証拠金取引 　 　 　 　

　買建 20,086,015 - 881,778 881,778

　売建 32,113,354 - 768,693 768,693

カウンターパーティー
との取引

　 　 　 　

  買建 322,827,807 - 2,063,6052,063,605

　売建 312,585,071 - △2,042,562△2,042,562

合計 - - 1,671,5141,671,514

(注) １ 時価の算定方法  取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。
２ ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。
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(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

(取得による企業結合)

１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称    株式会社EMCOM CONSULTING（現 プラネックスコンサルティング株式会社、以下

「ＥＣ」とします）

事業の内容          金融システムコンサルティング

(2) 企業結合を行った主な理由

ＥＣは、取得前より、株式会社外為ジャパンのシステムベンダーでもあり、店頭外国為替証拠金取引等

事業のシステムに関する高いノウハウを有しております。ＥＣを連結子会社化し、当社グループの傘下

に収めることによりそのノウハウを最大限に有効活用し、システム面での効率化とスピードアップ、更

なる収益の最大化を図るためであります。

(3) 企業結合日

平成24年３月27日

(4) 企業結合の法的形式

株式取得

(5) 結合後企業の名称

プラネックスコンサルティング株式会社

(6) 取得した議決権比率

100.0％

（株式会社外為ジャパン　90.0％　プラネックスフォースシステムズ株式会社　10.0％）

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

現金を対価とする株式取得により、ＥＣの議決権の100.0％を取得した当社の連結子会社である株式会

社外為ジャパン及びプラネックスフォースシステムズ株式会社を取得企業と決定いたしました。

　
２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成24年３月31日をみなし取得日としているため、当該事項はありません。

　
３．被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価

  現金 587,535千円

取得に直接要した費用

  アドバイザリー費用等 35,193千円

    取得原価 622,729千円

　
４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1) 発生したのれんの金額 

232,605千円

(2) 発生原因

当社グループとＥＣが保有する技術やノウハウの相乗効果によって期待される超過収益力でありま

す。

(3) 償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 2,082円57銭 2,972円08銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 180,259 257,251

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 180,259 257,251

普通株式の期中平均株式数(株) 86,556 86,556

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

- -

(注)　前第１四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有し

ている潜在株式が存在しないため、記載しておりません。また当第１四半期連結累計期間における潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

プラネックスホールディング株式会社(E02061)

四半期報告書

21/22



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年５月15日

プラネックスホールディング株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    池　田　敬　二    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    杉　山　正　樹    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプラ
ネックスホールディング株式会社の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第１四半
期連結会計期間（平成24年１月１日から平成24年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年１
月１日から平成24年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連
結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プラネックスホールディング株式会社及び連
結子会社の平成24年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績
を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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